




取次　西村書店

～思想・文学・人間学（心理学・考古学・民族・歴史）～

＜既刊本＞
●文化人類学研究第18巻
　《特集》「アート」―社会実践と文化政策

早稲田文化人類学会
WASEDA SOCIETY OF CULTURAL ANTHROPOLOGY 【編・発行】
ISBN: 978-4-86209-067-6 C3002
［Ｂ５判］２０４ｐ　２５．７ｃｍ
（2017-12-30出版）
定価＝本体3000円＋税

1980年代以後のポストモダン的批判が「科学」の「客観性」や「科学」
と「アート」の二項対立的理解を疑問視するなかで、文化人類学にお
いても「アート」に対する新たな思考が模索されるようになった。今
日、「アート」は、博物館、観光、フェスティヴァル、無形文化遺産、文
化政策といったさまざまなテーマにおいて学際的な関心が大きく広
げられ、芸術家といった限定された人々の実践にかぎらず、多くの
人々の社会実践、生活文化の中で重要な地位を占めるようになっ
た。「アート」―社会実践と文化政策の今日的課題をとらえる特集。

●文化の遠近法―エコ・イマジネールⅡ
蔵持不三也・嶋内博愛【監修】
伊藤純・藤井紘司・山越英嗣【編】
【執筆者】蔵持不三也・松平俊久・
嶋内博愛・出口雅敏・村田敦郎・
山越英嗣・藤井紘司・瀧音 大・曺 圭憲・
松田俊介・伊藤 純・山崎真之・小林孝広
ISBN: 978-4-86209-065-2 C1039
［Ａ5判上製］５０４ｐ ２１０×１４８ｍｍ
（2017-03-30出版）
定価＝本体4444円＋税

●「他者」への想像力をたえず育んできた人類学的思考は、その根
底にある「存在」への、いまだ語られざる遠近法的（パースペクティ
ヴ）思考を要請する。
●専門化し、多様化した問題領域を超えて立ちあがる「思考」を予望
する13人の論集。

●写真文集『佐原の大祭』
佐原アカデミア サワラアカデミア【編】
／小関与四郎 コセキヨシロウ【写真】
／エッセイ＝神崎宣武・森田朗・関谷昇・
中江有里・菅井源太郎　文＝言叢社編集部（島亨）【文】
ISBN： 978-4-86209-063-8
［菊五判並装］１９２ｐ　２２０×１５２ｍｍ
（2017-02-11 出版）
定価＝本体2315円＋税

佐原の町衆だけが造りあげた比類ない「大人形飾り山車」の祭礼。
その成り立ちの謎、魅力をあますところなく伝えるカラー写真文集。
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